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[Abstract]  1本目) 銀河外縁部の暗い構造を考慮に入れてサイズを評価できるように、半径 R1@1Msun/pc2を新しく定義した。星が形成されるガス密度の閾値
をもとにしており、一般的なeffective radiusやR23.5,i、RHなどよりも星質量‒サイズ関係の分散は小さくなる。
2本目) R1を用いて、近傍の矮小銀河(dwarf)とUltra Diffuse Galaxies (UDG), MW-like銀河を比較したところ、UDGはdwarfの分布範囲に収まり、平均してMW-
likeより1/10の大きさだった。銀河の光度分布に影響を受けるような半径(eg. Re)をもとにしたこれまでの比較では、UDGの性質をミスリードしていた。

[Goal]  様々な銀河の性質を、”サイズ”を手掛かりに理解する。

[Originality]  銀河の物理過程(=ここでは星形成)を反映するような新しい半径の
定義R1を導入した。

[Logic] 星が生まれるガス密度の閾値は、理論的にはΣc~3-10Msun/pc2、実際の
変換効率も考慮して、星密度Σ★~1Msun/pc2となる銀河中心からの距離R1を定義。

luminosity profile + M/L based on (g-r) -> stellar mass profile -> R1 (例:図1)

図2: IAC stripe82中の1005の近傍銀河。星質量とR1は、Reの場合よりタイトな関係
(0.06dex vs 0.15dex)を示す(上図)。mass-R1関係でdwarfとS-Im (107-1011Msun)は、
同じpower low(β=0.35)に乗るが、>1011MsunのE-S0ではβ=0.58(下図)。
巨大楕円銀河はhigh-zで爆発的な星形成(>1000Msun/yr)を経験しているので、
R1よりも大きな閾値が適する可能性がある。(矮小銀河も逆に小さな値が適切？)

図3: 星質量がほぼ同じUDGとdwarfの光度と星質量profile。光度の中心集中度に
よってReが大きく変わるのに対し、R1は銀河の”edge”を捉えることができている。

図4: ReでUDGはMW-likeとdwarfの間に分布する(左)のに対して、R1を使うとMW-like
は平均でUDG/dwarfの10倍大きい(右)。UDGはdwarfに比べて中心の明るいコアがな
いので、Reを用いると過大評価され“銀河系と同じサイズの銀河”とされてしまう。

[Comment] isophoteで評価するRHやR25のdeep survey版として有用かもしれないが、
limiting-magnitudeの異なるdata setでの比較は難しそう。

図1. 様々な星質量/タイプの銀河のReとR1図2. 銀河の星質量-サイズ関係

図3. UDGと矮小銀河のradial profileの例図4. MW-like, 矮小銀河, UDGのサイズ分布
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図5. 様々な銀河の比較

図6. 相互作用中の銀河のReとR1

表1. 銀河の様々な半径 表2. UDGの半径


